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図 1 ダイ ズ幼 苗の 暴露 時 期 別 SbDV感 染 率
誘 殺 消 長 (1999～ 2003年 )
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蕪房際   585   400    115    44      1堅 ■=藁藁==「注 )発 病程度 別 基 準  無 :発 病 な し, 少 :1株 の発 病葉 が 3● 未 満 また は 6～ 10個 ,中 :1株 の発 病秦 が 34

以 上 または美数 が 1～ 5個  多 :わ い化  綸 薬 か認 め られ るま たは業 な し
発 病度 ={(少 の株 数 +中 の株 数 × 2+多 の株 数 × 3)÷ 調 査株数 X3)X100
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図2に17催 64fイカ13'墨量罵爵易慢(2002年 )
表 2シルハ・―ホ・リフィルムの うね間地表面展張によるわい化病
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図 3アフ・ラムン忌選マルチによるシ
・
ャがイモヒクナ,・ アフランの

発生抑制効果 (2003年 )

表 3アフ・ラムシ忌避マ″によるわい化病発病抑制効果
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52 6

61 2    49 2
44 1    30 7

少 :1株 の発病葉が 3/4来薔
|わい化 縮葉が認められ

77   164
26 4     21 5

176   7 3
174   81薬剤防除

中 :1株 の発病葉が 量鳥嚢警
カ
キl〕■kr:番装毅長2+多の株数X3)■
耐査株数 X3}× 100る。

発病度 =((少 の株数 +中 の株数 × 2+多 の株数 X3)÷

調査株数 × 3)X100
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